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論文 内容の要 ヒコ
閏

原子核の回転運動の核構造への影響を一般化された Hartree-F ock 近似法によってしらべた。

回転運動の為に原子核のエネノレギーギャップは減少し，慣性能率は増加する事が明らかになった。

又回転スペクトラムの計算値はよく実験と一致する。

原子核の回転はその変型率にも影響を与え低い角運動量においては同転によってそれは大となる n

しかし変型率の変化は計算によればさ程大でない。

論文の審査結果の要旨

変形した原子核の廻転スペクトルが h21 (1+ 1)/2J からずれることは多くの実験データから知られ

ており，又理論的な研究も多く行なわれている。若井君の論文ではこの問題を今迄忙ない徹底さで計

算を行ない又いくつかの新しい結果も得ている。

重い核では変形を生ずるような到達距離の長い相互作用と，短距離相互作用(対相互作用)の釣合

で変形を保っている。対相互作用は対相闘を生じ，丁度金属の超伝導状態のように偶々核にはエネノレ

ギーギャップを生じる。

廻転運動の慣性能率を計算するには外から原子核の共通ポテンシャノレを廻転する時，核のエネノレギ

ーの増加から計算される D この時対相互作用は極めて重要な役割を演じ，もしこれがなければ慣性能

率ば剛体と同じになる。高い角運動量の状態に対応しては高速度で廻転しなければならないが，乙う

すると対相互作用にも影響を及ぼし，エネノレギーギャップを減少し，又慣性能率を増大させる。だん

だん角運動量が増大すると終りには有効対相互作用が小さくなり，エネルギーギ、ヤツプは零になる白
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すると起伝導の状態から普通の状態へ相転移が起る。

若井君の論文においては上に述べたようなことを定量的に計算レ慣性能率に対しても実験とよい一

致を得ている D 又相転移が 1 .......20位で起るだろうということも予言している。磁気双極子能率のスピ

ンに対する比も計算したが，これは只今の所比較すべき実験はない。乙のようにして対相互作用の廻

転スペクトノレに対する影響の大きいことを定量的に示し，又相転移等の新現象を予言するなどして，

原子核構造の研究に重要な寄与を与えた。よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認め

る。
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